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丸山眞男と京都学派の断絶
昭和期日本における思想と制度の関係をめぐって






























































































































































































































































































































































































































































































18）「丸山先生にきく 生きてきた道 その3 『戦中と戦後の間』の予備的な試み」（一九六五年十月十五
日）『丸山眞男手帖』四八号（二〇〇九年一月）、五七～五八頁。
19）丸山眞男「日本の思想」（一九五七年）『丸山眞男集』第七巻、岩波書店、一九九六年、一九五頁。
20）丸山眞男「日本思想史における「古層」の問題」、二一六～二一七頁。
21）西谷啓治「宗教と政治と文化」（一九四七年）『西谷啓治著作集』第四巻、創文社、一九八七年、五九頁。
22）拙稿「西谷啓治の生き方 世界戦争と世界宗教をめぐって」『思想』一〇三〇号（二〇一〇年二月号）参
照。
23）山田久俊・保阪正康「対談 ケーディスの思い出」、保阪正康『昭和史 忘れ得ぬ証言者たち』、講談社文庫、
二〇〇四年、五二三頁。
24）中村はこの断絶を、「深層の知」と「制度論的思考」とをいかに関係付けるかという課題として受け取り、
自己の哲学的論理を論理的に構築することによって、これに応えようとした。中村は言わば、この思想史的な
問題に哲学的に応答したわけである。これに対して本稿は、この断絶を昭和思想史の課題として受け取り、よ
り歴史学的に応答しようとするものである。なお中村には、『近代日本における制度と思想』と題する単著が
あり、そこでは明治期の問題が検討されている。その経緯に関しては、中村雄二郎「解説」『中村雄二郎著作
集』第二巻、岩波書店、一九九三年参照。また、『中村雄二郎著作集』第二期第七巻（述語的世界と制度）、岩
波書店、二〇〇一年、および、『中村雄二郎著作集』第二期第十巻（新編 近代日本における制度と思想）、岩
波書店、二〇〇〇年も参照。
25）原理日本社同人と京都学派の近さについては、特に、片山杜秀『近代日本の右翼思想』、講談社選書メチエ、
二〇〇七年参照。
26）丸山眞男「日本の思想」、二一二～二一三頁。
27）丸山眞男「近代的思惟」（一九四六年）『丸山眞男集』第三巻、岩波書店、一九九五年、三～四頁。
28）竹山道雄「京都学派と戦争」『日本』（講談社）八巻九号（一九六五年九月）、九〇頁。
29）「同」、九〇頁。そして竹山は早速に、大島を招いて座談会を行っている。大島康正・古川哲史・竹山道雄
丸山眞男と京都学派の断絶62
「座談会 大東亜戦争と知識人たち 京都学派・和辻哲郎」『心』昭和四十年十月号。他方、「大東亜戦争と
京都学派」と題して『中央公論』昭和四十年八月号に掲載された大島の証言は、以下に再録されている。西田
幾多郎・西谷啓治他『世界史の理論』（京都哲学叢書第十一巻）、燈影舎、二〇〇〇年。
30）大橋良介『京都学派と日本海軍 新史料「大島メモ」をめぐって』、PHP新書、二〇〇一年参照。
31）以下の対比に関しては、拙著『丸山眞男と平泉澄 昭和期日本の政治主義』、『「日本」への問いをめぐる
闘争 京都学派と原理日本社』それぞれの第一章を参照されたい。
32）瀧井一博『ドイツ国家学と明治国制 シュタイン国家学の軌跡』、ミネルヴァ書房、一九九九年、二頁。
33）『同』、序章、および、瀧井一博『文明史のなかの明治憲法』、講談社選書メチエ、二〇〇三年参照。
34）丸山眞男「日本の思想」、二三〇頁。
35）「同」、二三一～二三二頁。
